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大
学
進
学
塾 

灘
ゼ
ミ 

二
〇
二
二
年
度 

個
別
指
導
テ
キ
ス
ト 

東
大
理Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

の
古
文
１
０
か
年 

（
○
月
○
日
配
布
） 

氏
名
〔 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〕 

 

演
習
問
題 

目
次 

☐ 

【
一
】20

21
 

東
京
大
学 2

/2
5
,

前
期 

教
養(

理
科
一
類)

 

教
養(

理
科
二
類)

 

教
養(

理
科
三
類)

 

〔
課
題
： 

 

月 
 

日
ま
で
〕
〔
済
： 

 

月 
 

日
〕
…
…
…
…
…
…
…
…
…
（
３
） 

《
出
典
》
「
落
窪
物
語
」
・
平
安
前
期
・
作
り
物
語 

☐ 

【
二
】20

20
 

東
京
大
学 2

/2
5
,

前
期 

教
養(

理
科
一
類)

 

教
養(

理
科
二
類)
 

教
養(

理
科
三
類)

 

〔
課
題
： 

 

月 
 

日
ま
で
〕
〔
済
： 

 

月 
 

日
〕
…
…
…
…
…
…
…
…
…
（
６
） 

《
出
典
》
「
春
日
権
現
験
記
」
・
中
世
（
鎌
倉
後
期
）
・
絵
巻
物 

☐ 

【
三
】20

1
9 

東
京
大
学 2

/
25
,

前
期 
教
養(

理
科
一
類)

 

教
養(

理
科
二
類) 

教
養(

理
科
三
類)

 

〔
課
題
： 

 

月 
 

日
ま
で
〕
〔
済
： 

 

月 
 

日
〕
…
…
…
…
…
…
…
（
９
） 

《
出
典
》
「
嵐
雪
が
妻
、
猫
を
愛
す
る
説
」
闌
更
編
『
誹
諧
世
説
』
・
近
世
中
期
・
俳
文 

☐ 

【
四
】20

18
 

東
京
大
学 2

/2
5,

前
期 

教
養(

理
科
一
類)

 
教
養(

理
科
二
類)

 

教
養(

理
科
三
類)

 

〔
課
題
： 

 

月 
 

日
ま
で
〕
〔
済
： 

 

月 
 

日
〕
…
…
…
…
…
…
…
（
１
２
） 

《
出
典
》
「
太
平
記
」
・
中
世
（
室
町
前
期
）
・
軍
記
物
語 

☐ 

【
五
】20

1
7 

東
京
大
学 2
/
25
,

前
期 

教
養(

理
科
一
類)

 

教
養(

理
科
二
類) 

教
養(

理
科
三
類)

 

〔
課
題
： 

 

月 
 

日
ま
で
〕
〔
済
： 

 

月 
 

日
〕
…
…
…
…
…
…
（
１
５
） 

《
出
典
》
「
『
源
氏
物
語
』
真
木
柱
巻
」
・
平
安
中
期
・
作
り
物
語 

☐ 

【
六
】2

0
1
6 

東
京
大
学 2

/
25
,

前
期 

教
養(

理
科
一
類)

 

教
養(

理
科
二
類)

 

教
養(

理
科
三
類)

〔
課
題
： 

 

月 
 

日
ま
で
〕
〔
済
： 

 

月 
 

日
〕
…
…
…
…
…
…
…
（
１
８
） 

《
出
典
》
「
あ
さ
ぎ
り
」
・
中
世
（
鎌
倉
？
）
・
擬
古
物
語 
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☐ 
【
七
】2

01
5
 

東
京
大
学 2/

25
,

前
期
日
程 

教
養(

理
科
一
類) 

教
養(

理
科
二
類)

 

教
養(

理
科
三
類)

 

〔
課
題
： 

 

月 
 

日
ま
で
〕
〔
済
： 

 

月 
 

日
〕
…
…
…
…
…
（
２
１
） 

《
出
典
》
「
夜
の
寝
覚
」
・
平
安
後
期
・
作
り
物
語 

☐ 

【
八
】20

14
 

東
京
大
学 2

/2
5,

前
期
日
程 

教
養(

理
一)

 

教
養(

理
二) 

教
養(

理
三)

 

〔
課
題
： 

 

月 
 

日
ま
で
〕
〔
済
： 

 

月 
 

日
〕
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
（
２
４
） 

《
出
典
》
井
原
西
鶴
「
世
間
胸
算
用
」
・
近
世
前
期
・
浮
世
草
子 

☐ 

【
九
】2

01
3
 

東
京
大
学 2/

25
,

前
期
日
程 

教
養(

理
一)

 

教
養(

理
二) 

教
養(

理
三)

  

〔
課
題
： 

 

月 
 

日
ま
で
〕
〔
済
： 

 

月 
 

日
〕
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
（
２
７
） 

《
出
典
》
「
吾
妻
鏡
」
・
中
世
（
鎌
倉
後
期
）
・
歴
史
書 

☐ 

【
十
】2

0
12
 

東
京
大
学 2

/2
5,

前
期
日
程 

教
養
〔
課
題
： 

 

月 
 

日
ま
で
〕
〔
済
： 

 

月 
 

日
〕
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
（
３
０
） 

《
出
典
》
「
俊
頼
髄
脳
」
・
平
安
後
期
・
歌
論
書 

○
解
答 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
（
３
３
） 
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【
一
】20

21
 

東
京
大
学 2

/2
5
,

前
期 

教
養(

理
科
一
類)

 

教
養(

理
科
二
類) 

教
養(

理
科
三
類)  

 

 

次
の
文
章
は
『
落
窪
物
語
』
の
一
節
で
あ
る
。
落
窪
の
君
は
源
中
納
言
の
娘
で
、
高
貴
な
実
母
と
は
死
別
し
、
継

母

ま
ま
は
は

に
い
じ
め
ら
れ
て
育
っ
た
が
、
ひ
そ
か
に
道

頼

み
ち
よ
り

と
結
婚
し
て
引
き
取
ら
れ

て
、
幸
福
に
暮
ら
し
て
い
る
。
少
将
だ
っ
た
道
頼
は
今
で
は
中
納
言
に
昇
進
し
、
衛
門
督
を
兼
任
し
て
い
る
。
以
下
は
、
道
頼
が
継
母
た
ち
に
報
復
す
る
場
面
で
あ
る
。
こ
れ
を
読
ん
で
、
後
の
設

問
に
答
え
よ
。 

 

 

か
く
て
、
「
今
年
の
賀
茂

か

も

の
祭
、
い
と
を
か
し
か
ら
む
」
と
言
へ
ば
、
衛

門
督

ゑ
も
ん
の
か
う

の
殿
、
「
ア

さ
う
ざ
う
し
き
に
、
御
達

ご
た
ち

に
物
見
せ
む
」
と
て
、
か
ね
て
よ
り
御
車
新
し
く
調
じ
、
人
々
の
装

束

さ
う
ぞ
く

ど

も
賜た

び
て
、
「
よ
ろ
し
う
せ
よ
」
と
の
た
ま
ひ
て
、
い
そ
ぎ
て
、
そ
の
日
に
な
り
て
、
一
条
の
大
路

お
ほ
ち

の
打

杭

う
ち
ぐ
ひ

打
た
せ
給
へ
れ
ば
、
「
今
は
」
と
言
へ
ど
も
、
イ

誰
ば
か
り
か
は
取
ら
む
と
思
し
て
、

の
ど
か
に
出
で
給
ふ
。 

 

御
車
五
つ
ば
か
り
、
大
人
二
十
人
、
二
つ
は
、
童
四
人
、

下

仕

し
も
づ
か
ひ

四
人
乗
り
た
り
。
男
君
具
し
給
へ
れ
ば
、
御
前

ご
ぜ
ん

、
四
位
五
位
、
い
と
多
か
り
。

弟
お
と
と

の
侍
従
な
り
し
は
今
は
少
将
、
童
に
お
は

せ
し
は
兵

衛

佐

ひ
や
う
ゑ
の
す
け

、
ウ

「
も
ろ
と
も
に
見
む
」
と
聞
こ
え
給
ひ
け
れ
ば
、
皆
お
は
し
た
り
け
る
車
ど
も
さ
へ
添そ

は
り
た
れ
ば
、
二
十

は
た
ち

あ
ま
り
引
き
続
き
て
、
皆
、
次
第
ど
も
に
立
ち
に
け
り
と
見
お

は
す
る
に
、
わ
が
杭
し
た
る
所
の
向
か
ひ
に
、
古
め
か
し
き
檳
榔
毛

び
り
や
う
げ

一
つ
、
網
代

あ
じ
ろ

一
つ
立
て
り
。 

 

御
車
立
つ
る
に
、
「
男
車
の
交
じ
ら
ひ
も
、
疎う

と

き
人
に
は
あ
ら
で
、
親
し
う
立
て
合
は
せ
て
、
見
渡

み
わ
た

し
の
北
南
に
立
て
よ
」
と
の
た
ま
へ
ば
、
「
こ
の
向
か
ひ
な
る
車
、
少
し
引
き
遣や

ら
せ
よ
。

御
車
立
て
さ
せ
む
」
と
言
ふ
に
、
し
ふ
ね
が
り
て
聞
か
ぬ
に
、
「
誰
が
車
ぞ
」
と
問
は
せ
給
ふ
に
、
「
源
中
納
言
殿
」
と
申
せ
ば
、
君
、
「
中
納
言
の
に
も
あ
れ
、
大
納
言
に
て
も
あ
れ
、
か
ば
か

り
多
か
る
所
に
、
い
か
で
こ
の
打
杭
あ
り
と
見
な
が
ら
は
立
て
つ
る
ぞ
。
少
し
引
き
遣
ら
せ
よ
」
と
の
た
ま
は
す
れ
ば
、
雑

色

ざ
ふ
し
き

ど
も
寄
り
て
車
に
手
を
か
く
れ
ば
、
車
の
人
出
で
来
て
、
「
な
ど
、

ま
た
真
人

ま
う
と

た
ち
の
か
う
す
る
。
い
た
う
逸は

や

る
雑
色
か
な
。
豪
家

か
う
け

だ
つ
る
わ
が
殿
も
、
中
納
言
に
お
は
し
ま
す
や
。
エ

一
条
の
大
路
も
皆
領
じ
給
ふ
べ
き
か
。
強
法
す
」
と
笑
ふ
。
「

西

東

に
し
ひ
ん
が
し

、
斎
院

も
お
ぢ
て
、
避よ

き
道
し
て
お
は
す
べ
か
な
る
は
」
と
、
口
悪あ

し
き
男
ま
た
言
へ
ば
、
「
同
じ
も
の
と
、
殿
を
一
つ
口
に
な
言
ひ
そ
」
な
ど
い
さ
か
ひ
て
、
え
と
み
に
引
き
遣
ら
ね
ば
、
男
君
た
ち
の

御
車
ど
も
、
ま
だ
え
立
て
ず
。
君
、
御
前
の
人
、
左
衛
門

さ
ゑ
も
ん

の
蔵

人

く
ら
う
ど

を
召
し
て
、
「
か
れ
、

行
お
こ
な

ひ
て
、
少
し
遠
く
な
せ
」
と
の
た
ま
へ
ば
、
近
く
寄
り
て
、
た
だ
引
き
に
引
き
遣
ら
す
。
男
ど
も
少

な
く
て
、
え
ふ
と
引
き
と
ど
め
ず
。
御
前
、
三
四
人
あ
り
け
れ
ど
、
「
益や

う

な
し
。
こ
の
度た

び

、
い
さ
か
ひ
し
つ
べ
か
め
り
。
た
だ
今
の
太
政
大
臣
の
尻
は
蹴
る
と
も
、
オ

こ
の
殿
の
牛
飼
ひ
に
手
触
れ
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て
む
や
」
と
言
ひ
て
、
人
の
家
の
門か

ど

に
入
り
て
立
て
り
。
目
を
は
つ
か
に
見
出
し
て
見
る
。 

 

少
し
早
う
恐
ろ
し
き
も
の
に
世
に
思
は
れ
給
へ
れ
ど
、
実じ

ち

の
御
心
は
、
い
と
な
つ
か
し
う
、
の
ど
か
に
な
む
お
は
し
け
る
。 

 〔
注
〕 

○
賀
茂
の
祭
―
―
陰
暦
四
月
に
行
わ
れ
る
賀
茂
神
社
の
祭
。
斎
院
の
御
禊

ご
け
い

が
あ
る
。

葵
あ
お
い

祭
。 

○
打
杭
―
―
打
ち
込
ん
で
立
て
る
杭
。
こ
こ
で
は
、
車
を
停
め
る
場
所
を
確
保
す
る
た
め
の
杭
。 

○
御
前
―
―
車
列
の
先
払
い
を
す
る
供
の
人
。 

○
侍
従
な
り
し
は
今
は
少
将
、
童
に
お
は
せ
し
は
兵
衛
佐
―
―
そ
れ
ぞ
れ
昇
進
し
た
と
い
う
こ
と
。 

○
次
第
ど
も
に
―
―
身
分
の
順
に
整
然
と
。 

○
檳
榔
毛
一
つ
、
網
代
一
つ
―
―
い
ず
れ
も
牛
車
の
種
類
。
「
檳
榔
毛
」
は
上
流
貴
族
の
常
用
、
「
網
代
」
は
上
流
貴
族
の
略
式
用
。 

○
見
渡
し
の
北
南
に
―
―
互
い
に
見
え
る
よ
う
に
、
一
条
大
路
の
北
側
と
南
側
に
。 

○
雑
色
―
―
雑
役
を
す
る
従
者
。 

○
真
人
た
ち
―
―
あ
な
た
た
ち
。 

○
豪
家
だ
つ
る
わ
が
殿
―
―
権
門
ら
し
く
振
舞
う
、
あ
な
た
た
ち
の
ご
主
人
。 

○
強
法
―
―
横
暴
な
こ
と
。 

○
左
衛
門
の
蔵
人
―
―
落
窪
の
君
の
侍
女
阿
漕

あ
こ
ぎ

の
夫
、
帯

刀

た
ち
は
き

。
道
頼
と
落
窪
の
君
の
結
婚
に
尽
力
し
た
。 

○
人
の
家
の
門
に
入
り
て
―
―
牛
車
か
ら
離
れ
て
、
よ
そ
の
家
の
門
に
入
っ
て
。 

 

設 

問 
 

(

一)
 

傍
線
部
ア
・
イ
・
ウ
を
現
代
語
訳
せ
よ
。 
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(

二)
 

「
一
条
の
大
路
も
皆
領
じ
給
ふ
べ
き
か
」(

傍
線
部
エ)

と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
、
主
語
を
補
っ
て
現
代
語
訳
せ
よ
。 

 

(

三)
 

「
こ
の
殿
の
牛
飼
ひ
に
手
触
れ
て
む
や
」(

傍
線
部
オ)

と
は
誰
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
た
も
の
か
、
説
明
せ
よ
。 
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【
二
】20

20
 

東
京
大
学 2

/2
5
,

前
期 

教
養(

理
科
一
類)

 

教
養(

理
科
二
類) 

教
養(

理
科
三
類)  

 

 

次
の
文
章
は
、
春
日
明
神
の
霊
験
に
関
す
る
話
を
集
め
た
『
春
日
権
現
験
記
』
の
一
節
で
あ
る
。
こ
れ
を
読
ん
で
、
後
の
設
問
に
答
え
よ
。 

 

 

興
福
寺
の
壹
和

い
ち
わ

僧
都
は
、
修
学
相
兼
ね
て
、
才
智
た
ぐ
ひ
な
か
り
き
。
後
に
は
世
を
遁の

が

れ
て
、
外
山

と
や
ま

と
い
ふ
山
里
に
住
み
わ
た
り
け
り
。
そ
の
か
み
、
維
摩

ゆ
い
ま

の
講
師
を
望
み
申
し
け
る
に
、
思
ひ

の
外
に
祥
延
と
い
ふ
人
に
越
さ
れ
に
け
り
。
な
に
ご
と
も
前
世
の
宿
業
に
こ
そ
、
と
は
ア

思
ひ
の
ど
む
れ
ど
も
、
そ
の
恨
み
し
の
び
が
た
く
お
ぼ
え
け
れ
ば
、
な
が
く
本
寺
論
談
の
交
は
り
を
辞
し
て
、

斗
藪

と
そ
う

修
行
の
身
と
な
ら
ん
と
思
ひ
て
、
弟
子
ど
も
に
も
か
く
と
も
知
ら
せ
ず
、
本
尊
・
持
経
ば
か
り
竹
の
笈お

ひ

に
入
れ
て
、
ひ
そ
か
に
三
面
の
僧
坊
を
い
で
て
四
所
の
霊
社
に
ま
う
で
て
、
泣
く
泣
く

今
は
限
り
の
法
施
を
奉
り
け
ん
心
の
中
、
た
だ
思
ひ
や
る
べ
し
。
さ
す
が
に
住
み
こ
し
寺
も
離
れ
ま
う
く
、
馴
れ
ぬ
る
友
も
捨
て
が
た
け
れ
ど
も
、
思
ひ
た
ち
ぬ
る
こ
と
な
れ
ば
、
行
く
先
い
づ
く

と
だ
に
定
め
ず
、
な
に
と
な
く
あ
づ
ま
の
か
た
に
赴
く
ほ
ど
に
、
尾
張

を
は
り

の
鳴
海
潟

な
る
み
か
た

に
着
き
ぬ
。 

 

潮
干

し
ほ
ひ

の
ひ
ま
を
う
か
が
ひ
て
、
熱
田
の
社
に
参
り
て
、
し
ば
し
ば
法
施
を
た
む
く
る
ほ
ど
に
、
イ

け
し
か
る
巫

女

か
ん
な
ぎ

来
て
、
壹
和
を
さ
し
て
言
ふ
や
う
、
「

汝
な
ん
ぢ

、
恨
み
を
含
む
こ
と
あ
り
て
本
寺

を
離
れ
て
ま
ど
へ
り
。
ウ

人
の
習
ひ
、
恨
み
に
は
堪
へ
ぬ
も
の
な
れ
ば
、
こ
と
わ
り
な
れ
ど
も
、
心
に
か
な
は
ぬ
は
こ
の
世
の
友
な
り
。
陸
奥

む

つ

国
え
び
す
が
城
へ
と
思
ふ
と
も
、
エ

そ
れ
も
ま
た
つ
ら

き
人
あ
ら
ば
、
さ
て
い
づ
ち
か
赴
か
ん
。
い
そ
ぎ
本
寺
に
帰
り
て
、
日
ご
ろ
の
望
み
を
遂
ぐ
べ
し
」
と
仰
せ
ら
る
れ
ば
、
壹
和

頭
か
う
べ

を
垂
れ
て
、
「
思
ひ
も
よ
ら
ぬ
仰
せ
か
な
。
か
か
る
乞

食

こ
つ
じ
き

修
行

者
に
な
に
の
恨
み
か
侍
る
べ
き
。
あ
る
べ
く
も
な
き
こ
と
な
り
、
い
か
に
か
く
は
」
と
申
す
と
き
、
巫
女
大
い
に
あ
ざ
け
り
て
、 

つ
つ
め
ど
も
隠
れ
ぬ
も
の
は
夏
虫
の
身
よ
り
余
れ
る
思
ひ
な
り
け
り 

と
い
ふ
歌

占

う
た
う
ら

を
い
だ
し
て
、
「
汝
、
心
幼
く
も
我
を
疑
ひ
思
ふ
か
は
。
い
ざ
さ
ら
ば
言
ひ
て
聞
か
せ
ん
。
汝
、
維
摩
の
講
匠
を
祥
延
に
越
え
ら
れ
て
恨
み
を
な
す
に
あ
ら
ず
や
。
か
の
講
匠
と
言
ふ

は
よ
な
、
帝
釈
宮
の
金

札

こ
ん
さ
つ

に
記
す
る
な
り
。
そ
の
つ
い
で
、
す
な
は
ち
祥
延
・
壹
和
・
喜
操
・
観
理
と
あ
る
な
り
。
帝
釈
の
札
に
記
す
る
も
、
こ
れ
昔
の
し
る
べ
な
る
べ
し
。
我
が
し
わ
ざ
に
あ
ら

ず
。
と
く
と
く
愁
へ
を
休
め
て
本
寺
に
帰
る
べ
き
な
り
。
和
光
同
塵
は
結
縁
の
始
め
、
八
相
成
道
は
利
物

り
も
つ

の
終
り
な
れ
ば
、
神
と
い
ひ
仏
と
い
ふ
そ
の
名
は
変
は
れ
ど
も
、
同
じ
く
衆
生
を
哀
れ
ぶ

こ
と
、
悲
母
の
愛
子
の
ご
と
し
。
汝
は
情
け
な
く
も
我
を
捨
つ
と
い
へ
ど
も
、
我
は
汝
を
捨
て
ず
し
て
、
か
く
し
も
慕
ひ
示
す
な
り
。
春
日
山
の
老
骨
、
既
に
疲
れ
ぬ
」
と
て
、
上
が
ら
せ
給
ひ
に

け
れ
ば
、
壹
和
、
か
た
じ
け
な
さ
、
た
ふ
と
さ
、
ひ
と
か
た
な
ら
ず
、
渇
仰
の
涙
を
抑
へ
て
い
そ
ぎ
帰
り
上
り
ぬ
。
そ
の
後
、
次
の
年
の
講
師
を
遂
げ
て
、
四
人
の
次
第
、
オ

あ
た
か
も
神
託
に
違
は
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ざ
り
け
り
と
な
ん
。 

 〔
注
〕 

 

○
興
福
寺
―
―
奈
良
に
あ
る
藤
原
氏
の
氏
寺
。
隣
接
す
る
藤
原
氏
の
氏
社
で
春
日
明
神
を
祭
神
と
す
る
春
日
大
社
と
は
関
係
が
深
い
。 

○
維
摩
の
講
師
―
―
興
福
寺
の
重
要
な
法
会
で
あ
る
維
摩
会
で
、
講
義
を
行
う
高
僧
。 

○
祥
延
―
―
僧
の
名
。 

○
斗
藪
―
―
仏
道
修
行
の
た
め
に
諸
国
を
歩
く
こ
と
。 

○
三
面
の
僧
坊
―
―
興
福
寺
の
講
堂
の
東
・
西
・
北
を
囲
ん
で
建
つ
、
僧
侶
達
の
住
居
。 

○
四
所
の
霊
社
―
―
春
日
大
社
の
社
殿
。
四
所
の
明
神
を
、
連
な
っ
た
四
つ
の
社
殿
に
ま
つ
る
。 

○
鳴
海
潟
―
―
今
の
名
古
屋
市
に
あ
っ
た
干
潟
。
東
海
道
の
鳴
海
と
、
熱
田
神
宮
の
あ
る
熱
田
の
間
の
通
り
道
に
な
っ
て
い
た
。 

○
夏
虫
―
―
こ
こ
で
は
蛍
の
こ
と
。 

○
歌
占
―
―
歌
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
託
宣
。 

○
帝
釈
宮
―
―
仏
法
の
守
護
神
で
あ
る
帝
釈
天
の
住
む
宮
殿
。 

○
喜
操
・
観
理
―
―
と
も
に
僧
の
名
。 

○
和
光
同
塵
―
―
仏
が
、
衆
生
を
救
う
た
め
に
仮
の
姿
と
な
っ
て
俗
世
に
現
れ
る
こ
と
。 

○
八
相
成
道
―
―
釈
迦
が
、
衆
生
を
救
う
た
め
に
そ
の
一
生
に
起
こ
し
た
八
つ
の
大
事
。 

○
利
物
―
―
衆
生
に
恵
み
を
与
え
る
こ
と
。 

 

設 

問 
 

(

一)
 

傍
線
部
イ
・
ウ
・
エ
を
現
代
語
訳
せ
よ
。 

 

(

二)
 

「
思
ひ
の
ど
む
れ
ど
も
」(

傍
線
部
ア)

と
あ
る
が
、
何
を
ど
の
よ
う
に
し
た
の
か
、
説
明
せ
よ
。 
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(

三)
 

「
あ
た
か
も
神
託
に
違
は
ざ
り
け
り
と
な
ん
」(

傍
線
部
オ)

と
あ
る
が
、
神
託
の
内
容
を
簡
潔
に
説
明
せ
よ
。 
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次
の
文
章
は
、
闌

更

ら
ん
こ
う

編
『
誹
諧
世
説

は
い
か
い
せ
せ
つ

』
の
「
嵐

雪

ら
ん
せ
つ

が
妻
、
猫
を
愛
す
る
説
」
で
あ
る
。
こ
れ
を
読
ん
で
、
後
の
設
問
に
答
え
よ
。 

 

 

嵐
雪
が
妻
、
唐

猫

か
ら
ね
こ

の
か
た
ち
よ
き
を
愛
し
て
、
美
し
き
ふ
と
ん
を
し
か
せ
、
食
ひ
物
も
常
な
ら
ぬ
器
に
入
れ
て
、
朝
夕
ひ
ざ
も
と
を
は
な
さ
ざ
り
け
る
に
、
門
人
・
友
ど
ち
な
ど
に
も
ア

う
る
さ

く
思
ふ
人
も
あ
ら
ん
と
、
嵐
雪
、
折
々
は
、
「

獣
け
も
の

を
愛
す
る
に
も
、
イ

程
あ
る
べ
き
事
な
り
。
人
に
も
ま
さ
り
た
る
敷
き
物
・
器
、
食
ひ
物
と
て
も
、
忌
む
べ
き
日
に
も
、
猫
に
は
生な

ま

ざ
か
な
を
食

は
す
る
な
ど
、
よ
か
ら
ぬ
事
」
と
つ
ぶ
や
き
け
れ
ど
も
、
妻
し
の
び
て
も
こ
れ
を
改
め
ざ
り
け
り
。 

 

さ
て
あ
る
日
、
妻
の
里
へ
行
き
け
る
に
、
留
守

る

す

の
内
、
外
へ
出
で
ざ
る
や
う
に
、
か
の
猫
を
つ
な
ぎ
て
、
例
の
ふ
と
ん
の
上
に
寝
さ
せ
て
、
さ
か
な
な
ど
多
く
食
は
せ
て
、
く
れ
ぐ
れ
綱
ゆ
る
さ

ざ
る
や
う
に
頼
み
お
き
て
出
で
行
き
ぬ
。
嵐
雪
、
か
の
猫
を
い
づ
く
へ
な
り
と
も
遣
は
し
、
妻
を
た
ば
か
り
て
猫
を
飼
ふ
事
を
や
め
ん
と
思
ひ
、
か
ね
て
約
し
お
け
る
所
あ
り
け
れ
ば
、
遠
き
道
を

隔
て
、
人
し
て
遣
は
し
け
る
。
妻
、
日
暮
れ
て
帰
り
、
ま
づ
猫
を
尋
ぬ
る
に
見
え
ず
。
「
猫
は
い
づ
く
へ
行
き
侍
る
」
と
尋
ね
け
れ
ば
、
「
さ
れ
ば
、
そ
こ
の
あ
と
を
追
ひ
け
る
に
や
、
し
き
り
に

鳴
き
、
綱
を
切
る
ば
か
り
に
騒
ぎ
、
毛
も
抜
け
、
首
も
し
ま
る
ほ
ど
な
り
け
る
ゆ
ゑ
、
あ
ま
り
苦
し
か
ら
ん
と
思
ひ
、
綱
を
ゆ
る
し
て
さ
か
な
な
ど
あ
て
け
れ
ど
も
、
食
ひ
物
も
食
は
で
、
た
だ
う

ろ
う
ろ
と
尋
ぬ
る
け
し
き
に
て
、
門

口

か
ど
ぐ
ち

・
背
戸
口

せ
ど
ぐ
ち

・
二
階
な
ど
行
き
つ
戻
り
つ
し
け
る
が
、
そ
れ
よ
り
外
へ
出
で
侍
る
に
や
、
近
隣
を
尋
ぬ
れ
ど
も
今
に
見
え
ず
」
と
言
ふ
。
妻
、
泣
き
叫
び
て
、

ウ

行
く
ま
じ
き
方
ま
で
も
尋
ね
け
れ
ど
も
、
帰
ら
ず
し
て
、
三
日
、
四
日
過
ぎ
け
れ
ば
、
妻
、

袂
た
も
と

を
し
ぼ
り
な
が
ら
、 

猫
の
妻
い
か
な
る
君
の
う
ば
ひ
行
く 

 

妻 

か
く
言
ひ
て
、
こ
こ
ち
あ
し
く
な
り
侍
り
け
れ
ば
、
妻
の
友
と
す
る
隣
家
の
内
室
、
こ
れ
も
猫
を
好
き
け
る
が
、
嵐
雪
が
は
か
り
て
他
所
へ
遣
は
し
け
る
事
を
聞
き
出
だ
し
、
ひ
そ
か
に
妻
に
告
げ
、

「
無
事
に
て
居
侍
る
な
り
。
必
ず
心
を
痛
め
給
ふ
事
な
か
れ
。
我
が
知
ら
せ
し
と
な
く
、
何
町
、
何
方
へ
取
り
返
し
に
遣
は
し
給
へ
」
と
語
り
け
れ
ば
、
妻
、
「
か
か
る
事
の
あ
る
べ
き
や
。
我
が
夫
、

猫
を
愛
す
る
事
を
憎
み
申
さ
れ
け
る
が
、
エ

さ
て
は
我
を
は
か
り
て
の
わ
ざ
な
る
か
」
と
、
さ
ま
ざ
ま
恨
み
い
ど
み
合
ひ
け
る
。
嵐
雪
も
オ

あ
ら
は
れ
た
る
上
は
是
非
な
く
、
「
実げ

に

汝
な
ん
ち

を
は
か
り

て
遣
は
し
た
る
な
り
。
常
々
言
ふ
ご
と
く
、
余
り
他た

に
異
な
る
愛
し
様や

う

な
り
。
は
な
は
だ
悪
し
き
事
な
り
。
重
ね
て
我
が
言
ふ
ご
と
く
な
さ
ず
ば
、
取
り
返
す
ま
じ
」
と
、
さ
ま
ざ
ま
争
ひ
け
る
に
、

隣
家
・
門
人
な
ど
い
ろ
い
ろ
言
ひ
て
、
妻
に
わ
び
さ
せ
て
、
嵐
雪
が
心
を
や
は
ら
げ
、
猫
も
取
り
返
し
、
何
事
な
く
な
り
け
る
に
、 
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睦
月

む
つ
き

は
じ
め
の
夫
婦

め
を
と

い
さ
か
ひ
を
人
々
に
笑
は
れ
て 

喜
ぶ
を
見
よ
や
初
ね
の
玉た

ま

ば
は
木き 

 

嵐
雪 

 〔
注
〕 

 

○
嵐
雪
―
―
俳
人
。
芭
蕉
の
門
人
。 

○
唐
猫
―
―
猫
。
も
と
も
と
中
国
か
ら
渡
来
し
た
た
め
こ
う
言
う
。 

○
門
口
・
背
戸
口
―
―
家
の
表
側
の
出
入
り
口
と
裏
側
の
出
入
り
口
。 

○
内
室
―
―
奥
様
。 

○
玉
ば
は
木
―
―
正
月
の
初
子

は
つ
ね

の
日
に
、

蚕
か
い
こ

部
屋
を
掃は

く
た
め
に
使
う
、
玉
の
つ
い
た
小
さ
な

箒
ほ
う
き

。 

 

設 

問 
 

(

一)
 

傍
線
部
ア
・
イ
・
オ
を
現
代
語
訳
せ
よ
。 

 

(

二)
 

「
行
く
ま
じ
き
方
ま
で
も
尋
ね
け
れ
ど
も
」(

傍
線
部
ウ)

を
、
誰
が
何
を
ど
う
し
た
の
か
わ
か
る
よ
う
に
、
言
葉
を
補
い
現
代
語
訳
せ
よ
。 

 

(

三)
 

「
さ
て
は
我
を
は
か
り
て
の
わ
ざ
な
る
か
」(

傍
線
部
エ)

と
あ
る
が
、
嵐
雪
は
妻
を
ど
う
だ
ま
し
た
の
か
、
説
明
せ
よ
。 
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次
の
文
章
は
『
太
平
記
』
の
一
節
で
あ
る
。
美
し
い
女
房
の
評
判
を
聞
い
た
武
蔵
守
高

師

直

こ
う
の
も
ろ
な
お

は
、
侍
従
の

局
つ
ぼ
ね

に
仲
立
ち
を
依
頼
し
た
が
、
す
で
に
人
妻
と
な
っ
て
い
る
女
房
は
困
惑
す
る
ば

か
り
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
読
ん
で
、
後
の
設
問
に
答
え
よ
。 

 

 

侍
従
帰
り
て
、
「
か
く
こ
そ
」
と
語
り
け
れ
ば
、
武
蔵
守
い
と
心
を
空
に
成
し
て
、
「
た
び
重
な
ら
ば
情
け
に
弱
る
こ
と
も
こ
そ
あ
れ
、
文
を
や
り
て
み
ば
や
」
と
て
、
兼
好
と
言
ひ
け
る
能
書

の
遁
世
者
を
よ
び
寄
せ
て
、
紅

葉
襲

も
み
ぢ
が
さ
ね

の
薄

様

う
す
や
う

の
、
取
る
手
も
燻く

ゆ
る
ば
か
り
に
焦
が
れ
た
る
に
、
言
葉
を
尽
く
し
て
ぞ
聞
こ
え
け
る
。
返
事
遅
し
と
待
つ
と
こ
ろ
に
、
使
ひ
帰
り
来
て
、
「
御
文

を
ば
手
に
取
り
な
が
ら
、
ア

あ
け
て
だ
に
見
た
ま
は
ず
、
庭
に
捨
て
ら
れ
た
る
を
、
人
目
に
か
け
じ
と
、

懐
ふ
と
こ
ろ

に
入
れ
帰
り
ま
ゐ
つ
て
候
ひ
ぬ
る
」
と
語
り
け
れ
ば
、
師
直
大
き
に
気
を
損
じ
て
、

「
い
や
い
や
物
の
用
に
立
た
ぬ
も
の
は
手
書
き
な
り
け
り
。
今
日
よ
り
そ
の
兼
好
法
師
、
こ
れ
へ
寄
す
べ
か
ら
ず
」
と
ぞ
怒
り
け
る
。 

 

か
か
る
と
こ
ろ
に
薬
師
寺
次
郎
左
衛
門
公

義

き
ん
よ
し

、
所
用
の
事
有
り
て
、
ふ
と
さ
し
出
で
た
り
。
師
直
か
た
は
ら
へ
招
い
て
、
「
こ
こ
に
、
文
を
や
れ
ど
も
取
つ
て
も
見
ず
、
け
し
か
ら
ぬ
程
に
気
色

け
し
き

つ
れ
な
き
女
房
の
あ
り
け
る
を
ば
、
い
か
が
す
べ
き
」
と
う
ち
笑
ひ
け
れ
ば
、
公
義
「
人
皆
岩
木

い
は
き

な
ら
ね
ば
、
い
か
な
る
女
房
も
、
慕
ふ
に
靡な

び

か
ぬ
者
や
候
ふ
べ
き
。
今
一
度
御
文
を
遣
は
さ
れ
て

御
覧
候
へ
」
と
て
、
師
直
に
代
は
つ
て
文
を
書
き
け
る
が
、
イ

な
か
な
か
言
葉
は
な
く
て
、 

返
す
さ
へ
手
や
触
れ
け
ん
と
思
ふ
に
ぞ
わ
が
文
な
が
ら
う
ち
も
置
か
れ
ず 

押
し
返
し
て
、
仲
立
ち
こ
の
文
を
持
ち
て
行
き
た
る
に
、
女
房
い
か
が
思
ひ
け
ん
、
歌
を
見
て
顔
う
ち
あ
か
め
、
袖
に
入
れ
て
立
ち
け
る
を
、
仲
立
ち
さ
て
は
ウ

た
よ
り
あ
し
か
ら
ず
と
、
袖
を
ひ
か

へ
て
、
「
さ
て
御
返
事
は
い
か
に
」
と
申
し
け
れ
ば
、
「
重
き
が
上
の
小
夜
衣

さ
よ
ご
ろ
も

」
と
ば
か
り
言
ひ
捨
て
て
、
内
へ
紛
れ
入
り
ぬ
。

暫
し
ば
ら

く
あ
れ
ば
、
使
ひ
急
ぎ
帰
つ
て
、
「
か
く
こ
そ
候
ひ
つ
れ
」

と
語
る
に
、
師
直
う
れ
し
げ
に
う
ち
案
じ
て
、
や
が
て
薬
師
寺
を
よ
び
寄
せ
、
「
こ
の
女
房
の
返
事
に
、
『
重
き
が
上
の
小
夜
衣
』
と
言
ひ
捨
て
て
立
た
れ
け
る
と
仲
立
ち
の
申
す
は
、
衣
・
小
袖

を
と
と
の
へ
て
送
れ
と
に
や
。
そ
の
事
な
ら
ば
、
い
か
な
る
装
束
な
り
と
も
仕
立
て
ん
ず
る
に
、
い
と
安
か
る
べ
し
。
こ
れ
は
何
と
言
ふ
心
ぞ
」
と
問
は
れ
け
れ
ば
、
公
義
「
い
や
こ
れ
は
エ

さ
や
う

の
心
に
て
は
候
は
ず
、
新
古
今
の
十

戒

じ
つ
か
い

の
歌
に
、 

さ
な
き
だ
に
重
き
が
上
の
小
夜
衣
わ
が
つ
ま
な
ら
ぬ
つ
ま
な
重
ね
そ 
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と
言
ふ
歌
の
心
を
以
つ
て
、
オ

人
目
ば
か
り
を

憚
は
ば
か

り
候
ふ
も
の
ぞ
と
こ
そ
覚
え
て
候
へ
」
と
歌
の
心
を
釈
し
け
れ
ば
、
師
直
大
き
に

悦
よ
ろ
こ

ん
で
、
「
あ
あ
御
辺

ご
へ
ん

は
弓
箭

ゆ
み
や

の
道
の
み
な
ら
ず
、
歌
道
に

さ
へ
無
双
の
達
者
な
り
け
り
。
い
で
引
出
物
せ
ん
」
と
て
、
金

作

こ
が
ね
づ
く

り
の
丸

鞘

ま
る
ざ
や

の
太
刀

た

ち

一
振
り
、
手
づ
か
ら
取
り
出
だ
し
て
薬
師
寺
に
こ
そ
引
か
れ
け
れ
。
兼
好
が
不
祥
、
公
義
が
高
運
、
栄
枯
一

時
に
地
を
か
へ
た
り
。 

 〔
注
〕 

 

○
兼
好
―
―
兼
好
法
師
。
『
徒
然
草
』
の
作
者
。 

○
紅
葉
襲
の
薄
様
―
―
表
は
紅
、
裏
は
青
の
薄
手
の
紙
。 

○
薬
師
寺
次
郎
左
衛
門
公
義
―
―
師
直
の
家
来
で
歌
人
。 

○
仲
立
ち
―
―
仲
介
役
の
侍
従
。 

○
小
夜
衣
―
―
着
物
の
形
を
し
た
寝
具
。
普
通
の
着
物
よ
り
も
大
き
く
重
い
。 

○
十
戒
の
歌
―
―
僧
が
守
る
べ
き
十
種
の
戒
律
に
つ
い
て
詠
ん
だ
歌
。 

○
丸
鞘
―
―
丸
く
削
っ
た
鞘
。 

 

設 

問 
 

(

一)
 

傍
線
部
ア
・
イ
・
ウ
を
現
代
語
訳
せ
よ
。 

 

(

二)
 

「
さ
や
う
の
心
」(

傍
線
部
エ)

と
は
、
何
を
指
し
て
い
る
か
、
説
明
せ
よ
。 

 

(

三)
 

「
人
目
ば
か
り
を
憚
り
候
ふ
も
の
ぞ
」(

傍
線
部
オ)

と
あ
る
が
、
公
義
は
女
房
の
言
葉
を
ど
う
解
釈
し
て
い
る
か
、
説
明
せ
よ
。 
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,

前
期 

教
養(

理
科
一
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教
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理
科
二
類) 

教
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理
科
三
類)  

 

 

次
の
文
章
は
、
『
源
氏
物
語
』
真
木
柱
巻
の
一
節
で
あ
る
。

玉

鬘

た
ま
か
ず
ら

は
、
光
源
氏(

大
殿)

の
か
つ
て
の
愛
人
で
あ
っ
た
亡
き
夕
顔
と
内
大
臣
と
の
娘
だ
が
、
両
親
と
別
れ
て
筑
紫
国
で
育
っ
た
。

玉
鬘
は
、
光
源
氏
の
娘
と
し
て
引
き
取
ら
れ
多
く
の
貴
公
子
達
の
求
婚
を
受
け
る
か
た
わ
ら
、
光
源
氏
に
も
思
慕
の
情
を
寄
せ
ら
れ
困
惑
す
る
。
し
か
し
意
外
に
も
、
求
婚
者
の
中
で
も
無
粋
な
鬚

黒

ひ
げ
く
ろ

大
将
の
妻
と
な
っ
て
、
そ
の
邸
に
引
き
取
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
以
下
は
、
光
源
氏
が
結
婚
後
の
玉
鬘
に
手
紙
を
贈
る
場
面
で
あ
る
。
こ
れ
を
読
ん
で
、
後
の
設
問
に
答
え
よ
。 

 

 

二
月
に
も
な
り
ぬ
。
大
殿
は
、
さ
て
も
つ
れ
な
き
わ
ざ
な
り
や
、
い
と
か
う
際

々

き
は
ぎ
は

し
う
と
し
も
思
は
で
た
ゆ
め
ら
れ
た
る
妬ね

た

さ
を
、
人
わ
ろ
く
、
す
べ
て
御
心
に
か
か
ら
ぬ
を
り
な
く
、
恋
し
う

思
ひ
出
で
ら
れ
た
ま
ふ
。
宿
世

す
く
せ

な
ど
い
ふ
も
の
ア

お
ろ
か
な
ら
ぬ
こ
と
な
れ
ど
、
わ
が
あ
ま
り
な
る
心
に
て
、
か
く
人
や
り
な
ら
ぬ
も
の
は
思
ふ
ぞ
か
し
と
起
き
臥ふ

し
面
影
に
ぞ
見
え
た
ま
ふ
。
大
将

の
、
を
か
し
や
か
に
わ
ら
ら
か
な
る
気け

も
な
き
人
に
添
ひ
ゐ
た
ら
む
に
、
は
か
な
き

戯
た
は
ぶ

れ
言ご

と

も
つ
つ
ま
し
う
あ
い
な
く
思お

ぼ

さ
れ
て
、
念
じ
た
ま
ふ
を
、
雨
い
た
う
降
り
て
い
と
の
ど
や
か
な
る
こ

ろ
、
か
や
う
の
つ
れ
づ
れ
も
紛
ら
は
し
所
に
渡
り
た
ま
ひ
て
、
語
ら
ひ
た
ま
ひ
し
さ
ま
な
ど
の
、
い
み
じ
う
恋
し
け
れ
ば
、
御
文
奉
り
た
ま
ふ
。
右
近
が
も
と
に
忍
び
て
遣
は
す
も
、
か
つ
は
思
は

む
こ
と
を
思
す
に
、
何
ご
と
も
え
つ
づ
け
た
ま
は
で
、
た
だ
思
は
せ
た
る
こ
と
ど
も
ぞ
あ
り
け
る
。 

「
か
き
た
れ
て
の
ど
け
き
こ
ろ
の
春
雨
に
ふ
る
さ
と
人
を
い
か
に
し
の
ぶ
や 

つ
れ
づ
れ
に
添
へ
て
も
、
恨
め
し
う
思
ひ
出
で
ら
る
る
こ
と
多
う
は
べ
る
を
、
イ

い
か
で
か
は
聞
こ
ゆ
べ
か
ら
む
」
な
ど
あ
り
。 

 

隙ひ
ま

に
忍
び
て
見
せ
た
て
ま
つ
れ
ば
、
う
ち
泣
き
て
、
わ
が
心
に
も
ほ
ど
経
る
ま
ま
に
思
ひ
出
で
ら
れ
た
ま
ふ
御
さ
ま
を
、
ま
ほ
に
、
「
恋
し
や
、
い
か
で
見
た
て
ま
つ
ら
む
」
な
ど
は
え
の
た
ま

は
ぬ
親
に
て
、
げ
に
、
い
か
で
か
は
対
面
も
あ
ら
む
と
あ
は
れ
な
り
。
時
々
む
つ
か
し
か
り
し
御
気
色

け
し
き

を
、
心
づ
き
な
う
思
ひ
き
こ
え
し
な
ど
は
、
こ
の
人
に
も
知
ら
せ
た
ま
は
ぬ
こ
と
な
れ
ば
、

心
ひ
と
つ
に
思
し
つ
づ
く
れ
ど
、
右
近
は
ほ
の
気
色
見
け
り
。
ウ

い
か
な
り
け
る
こ
と
な
ら
む
と
は
、
今
に
心
得
が
た
く
思
ひ
け
る
。
御
返
り
、
「
聞
こ
ゆ
る
も
恥
づ
か
し
け
れ
ど
、
お
ぼ
つ
か
な
く

や
は
」
と
て
書
き
た
ま
ふ
。 

「
な
が
め
す
る
軒の

き

の
し
づ
く
に
袖
ぬ
れ
て
う
た
か
た
エ

人
を
し
の
ば
ざ
ら
め
や 

ほ
ど
ふ
る
こ
ろ
は
、
げ
に
こ
と
な
る
つ
れ
づ
れ
も
ま
さ
り
は
べ
り
け
り
。
あ
な
か
し
こ
」
と
ゐ
や
ゐ
や
し
く
書
き
な
し
た
ま
へ
り
。 
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ひ
き
ひ
ろ
げ
て
、
玉
水
の
こ
ぼ
る
る
や
う
に
思
さ
る
る
を
、
人
も
見
ば
う
た
て
あ
る
べ
し
と
つ
れ
な
く
も
て
な
し
た
ま
へ
ど
、
胸
に
満
つ
心
地
し
て
、
か
の
昔
の
、
尚
侍

か

む

の
君
を
朱
雀
院

す
ざ
く
ゐ
ん

の
后
の
切せ

ち

に
と
り
籠こ

め
た
ま
ひ
し
を
り
な
ど
思
し
出
づ
れ
ど
、
さ
し
当
た
り
た
る
こ
と
な
れ
ば
に
や
、
こ
れ
は
世
づ
か
ず
ぞ
あ
は
れ
な
り
け
る
。
オ

好
い
た
る
人
は
、
心
か
ら
や
す
か
る
ま
じ
き
わ
ざ
な
り
け
り
、

今
は
何
に
つ
け
て
か
心
を
も
乱
ら
ま
し
、
似
げ
な
き
恋
の
つ
ま
な
り
や
、
と
さ
ま
し
わ
び
た
ま
ひ
て
、
御
琴
搔か

き
鳴
ら
し
て
、
な
つ
か
し
う
弾
き
な
し
た
ま
ひ
し
爪

音

つ
ま
お
と

思
ひ
出
で
ら
れ
た
ま
ふ
。 

 〔
注
〕 

 

○
つ
れ
な
き
わ
ざ
―
―
鬚
黒
が
玉
鬘
を
、
光
源
氏
に
無
断
で
自
分
の
邸
に
引
き
取
っ
た
こ
と
。 

○
紛
ら
は
し
所
―
―
光
源
氏
が
立
ち
寄
っ
て
い
た
玉
鬘
の
居
所
。 

○
右
近
―
―
亡
き
夕
顔
の
女
房
。
玉
鬘
を
光
源
氏
の
邸
に
連
れ
て
き
た
。 

○
隙
に
忍
び
て
―
―
鬚
黒
が
不
在
の
折
に
こ
っ
そ
り
と
。 

○
う
た
か
た
―
―
泡
が
は
か
な
く
消
え
る
よ
う
な
少
し
の
間
も
。 

○
尚
侍
の
君
を
朱
雀
院
の
后
の
切
に
と
り
籠
め
た
ま
ひ
し
を
り
―
―
当
時
の
尚
侍
の
君
で
あ
っ
た
朧

月
夜

お
ぼ
ろ
づ
き
よ

を
、
朱
雀
院
の
母
后
で
あ
る
弘
徽
殿

こ
き
で
ん

大
后
が
強
引
に
光
源
氏
に
逢
え
な
い
よ
う
に

な
さ
っ
た
時
の
こ
と
。
現
在
の
尚
侍
の
君
は
、
玉
鬘
。 

 

設 

問 
 

(

一)
 

傍
線
部
ア
・
イ
・
エ
を
現
代
語
訳
せ
よ
。 

 

(

二)
 

「
い
か
な
り
け
る
こ
と
な
ら
む
」(

傍
線
部
ウ)

と
は
、
誰
が
何
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
思
っ
て
い
る
の
か
、
説
明
せ
よ
。 

 

(

三)
 

「
好
い
た
る
人
」(

傍
線
部
オ)

と
は
、
こ
こ
で
は
ど
う
い
う
人
の
こ
と
か
、
説
明
せ
よ
。 
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次
の
文
章
は
、
鎌
倉
時
代
成
立
と
さ
れ
る
物
語
『
あ
き
ぎ
り
』
の
一
節
で
あ
る
。
こ
れ
を
読
ん
で
、
後
の
設
問
に
答
え
よ
。
な
お
、
本
文
中
の
「
宰
相
」
は
姫
君
の
「
御
乳
母

め
の
と

」
と
同
一
人
物
で

あ
り
、
「
少
将
」
は
そ
の
娘
で
、
姫
君
の
侍
女
で
あ
る
。 

 

 
(

尼
上
ハ)

ま
こ
と
に
限
り
と
お
ぼ
え
給
へ
ば
、
御
乳
母
を
召
し
て
、
「
今
は
限
り
と
お
ぼ
ゆ
る
に
、
こ
の
姫
君
の
こ
と
の
み
思
ふ
を
、
ア

な
か
ら
む
あ
と
に
も
、
か
ま
へ
て
軽
々
し
か
ら
ず
も
て
な

し
奉
れ
。
今
は
宰
相
よ
り
ほ
か
は
、
誰
を
か
頼
み
給
は
む
。
我
な
く
な
る
と
も
、
父
君
生
き
て
ま
し
ま
さ
ば
、
さ
り
と
も
と
心
安
か
る
べ
き
に
、
誰
に
見
譲ゆ

づ

る
と
も
な
く
て
、
消
え
な
む
の
ち
の
う

し
ろ
め
た
さ
」
を
返
す
返
す
も
続
け
や
り
給
は
ず
、
御
涙
も
と
ど
め
が
た
し
。 

 

ま
し
て
宰
相
は
せ
き
か
ね
た
る
気
色
に
て
、
し
ば
し
は
も
の
も
申
さ
ず
。
や
や
た
め
ら
ひ
て
、
「
い
か
で
か
お
ろ
か
な
る
べ
き
。
お
は
し
ま
す
時
こ
そ
、
お
の
づ
か
ら
立
ち
去
る
こ
と
も
侍
ら
め
、

誰
を
頼
み
て
か
、
か
た
と
き
も
世
に
な
が
ら
へ
さ
せ
給
ふ
べ
き
」
と
て
、
袖
を
顔
に
押
し
当
て
て
、
た
へ
が
た
げ
な
り
。
姫
君
は
、
ま
し
て
た
だ
同
じ
さ
ま
な
る
に
も
、
か
く
嘆
き
を
ほ
の
か
に
聞

く
に
も
、
な
ほ
も
の
の
お
ぼ
ゆ
る
に
や
と
、
悲
し
さ
や
ら
む
か
た
な
し
。
げ
に
た
だ
今
は
限
り
と
思お

ぼ

し
て
、
念
仏
高
声
に
申
し
給
ひ
て
、
眠
り
給
ふ
に
や
と
見
る
に
、
は
や
御
息
も
絶
え
に
け
り
。 

 

姫
君
は
、
た
だ
同
じ
さ
ま
に
と
、
こ
が
れ
給
へ
ど
も
、
か
ひ
な
し
。
誰
も
心
も
心
な
ら
ず
な
が
ら
、
さ
て
も
あ
る
べ
き
こ
と
な
ら
ね
ば
、
そ
の
御
出い

で
立
ち
し
給
ふ
に
も
、
わ
れ
さ
き
に
と
絶
え

入
り
絶
え
入
り
し
給
ふ
を
、
「
何
事
も
し
か
る
べ
き
御
こ
と
こ
そ
ま
し
ま
す
ら
め
。
消
え
果
て
給
ひ
ぬ
る
は
、
い
か
が
せ
む
」
と
て
、
ま
た
こ
の
君
の
御
あ
り
さ
ま
を
嘆
き
ゐ
た
り
。
大
殿
も
や
う

や
う
に
申
し
慰
め
給
へ
ど
も
、
生
き
た
る
人
と
も
見
え
給
は
ず
。 

 

そ
の
夜
、
や
が
て
阿
弥
陀

あ

み

だ

の
峰
と
い
ふ
所
に
を
さ
め
奉
る
。
む
な
し
き
煙
と
立
ち
の
ぼ
り
給
ひ
ぬ
。
イ

悲
し
と
も
、
世
の
常
な
り
。
大
殿
は
、
こ
ま
ご
ま
も
の
な
ど
の
た
ま
へ
る
こ
と
、
夢
の
や
う

に
お
ぼ
え
て
、
姫
君
の
御
心
地
、
さ
こ
そ
と
お
し
は
か
ら
れ
て
、
御
乳
母
を
召
し
て
、
「
か
ま
へ
て
申
し
慰
め
奉
れ
。
御
忌
み
離
れ
な
ば
、
ウ

や
が
て
迎
へ
奉
る
べ
し
。
心
ぼ
そ
か
ら
で
お
は
し
ま
せ
」

な
ど
、
頼
も
し
げ
に
の
た
ま
ひ
お
き
、
帰
り
給
ひ
ぬ
。 

 

中
将
は
、
か
く
と
聞
き
給
ひ
て
、
姫
君
の
御
嘆
き
思
ひ
や
り
、
心
苦
し
く
て
、
鳥
辺
野

と
り
べ
の

の
草
と
も
、
さ
こ
そ
思
し
嘆
く
ら
め
と
、
あ
は
れ
な
り
。
夜
な
夜
な
の
通
ひ
路
も
、
今
は
あ
る
ま
じ
き
に

や
と
思
す
ぞ
、
い
づ
れ
の
御
嘆
き
に
も
劣
ら
ざ
り
け
る
。
少
将
の
も
と
ま
で
、 
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エ

鳥
辺
野
の
夜
半

よ

は

の
煙
に
立
ち
お
く
れ
さ
こ
そ
は
君
が
悲
し
か
る
ら
め 

と
あ
れ
ど
も
、
オ

御
覧
じ
だ
に
入
れ
ね
ば
、
か
ひ
な
く
て
う
ち
置
き
た
り
。 

 〔
注
〕 

 

○
出
で
立
ち
―
―
葬
送
の
準
備
。 

○
し
か
る
べ
き
御
こ
と
―
―
前
世
か
ら
の
因
縁
。 

○
阿
弥
陀
の
峰
―
―
現
在
の
京
都
市
東
山
区
に
あ
る
阿
弥
陀
ヶ
峰
。
古
く
は
、
広
く
こ
の
一
帯
を
鳥
辺
野
と
呼
び
、
葬
送
の
地
で
あ
っ
た
。 

○
御
忌
み
離
れ
な
ば
―
―
喪
が
明
け
た
ら
。 

○
中
将
―
―
姫
君
の
も
と
に
ひ
そ
か
に
通
っ
て
い
る
男
性
。 

 

 

 

設 

問 
 

(

一)
 

傍
線
部
イ
・
ウ
・
オ
を
現
代
語
訳
せ
よ
。 
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(
二)

 

「
な
か
ら
む
あ
と
に
も
、
か
ま
へ
て
軽
々
し
か
ら
ず
も
て
な
し
奉
れ
」(

傍
線
部
ア)

と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
、
説
明
せ
よ
。 

 

(

三)
 

「
鳥
辺
野
の
夜
半
の
煙
に
立
ち
お
く
れ
さ
こ
そ
は
君
が
悲
し
か
る
ら
め
」(

傍
線
部
エ)

の
和
歌
の
大
意
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
せ
よ
。 
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次
の
文
章
は
、
平
安
後
期
の
物
語
『
夜
の
寝
覚
』
の
一
節
で
あ
る
。
女
君
は
、
不
本
意
に
も
男
君(

大
納
言)

と
一
夜
の
契
り
を
結
ん
で
懐
妊
し
た
が
、
男
君
は
女
君
の
素
性
を
誤
解
し
た
ま
ま
、

女
君
の
姉(

大
納
言
の
上)

と
結
婚
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
後
、
女
君
は
出
産
し
、
妹
が
夫
の
子
を
生
ん
だ
こ
と
を
知
っ
た
姉
と
の
間
に
深
刻
な
溝
が
生
じ
て
し
ま
う
。
い
た
た
ま
れ
な
く
な
っ
た
女

君
は
、
広
沢
の
地(

平
安
京
の
西
で
、
嵐
山
に
も
近
い)

に
隠

棲

い
ん
せ
い

す
る
父
入
道
の
も
と
に
身
を
寄
せ
、
何
と
か
連
絡
を
取
ろ
う
と
す
る
男
君
を
か
た
く
な
に
拒
絶
し
、
ひ
っ
そ
り
と
暮
ら
し
て
い
る
。

以
下
を
読
ん
で
、
後
の
設
問
に
答
え
よ
。 

 

 

さ
す
が
に
姨

捨
山

を
ば
す
て
や
ま

の
月
は
、
夜
更ふ

く
る
ま
ま
に
澄
み
ま
さ
る
を
、
め
づ
ら
し
く
、
つ
く
づ
く
見
い
だ
し
た
ま
ひ
て
、
な
が
め
い
り
た
ま
ふ
。 

 

ア

あ
り
し
に
も
あ
ら
ず
う
き
世
に
す
む
月
の
影
こ
そ
見
し
に
か
は
ら
ざ
り
け
れ 

 

 

そ
の
ま
ま
に
手
ふ
れ
た
ま
は
ざ
り
け
る
箏さ

う

の
琴こ

と

ひ
き
よ
せ
た
ま
ひ
て
、
か
き
鳴
ら
し
た
ま
ふ
に
、
所
か
ら
あ
は
れ
ま
さ
り
、
松
風
も
い
と
吹
き
あ
は
せ
た
る
に
、
そ
そ
の
か
さ
れ
て
、
も
の
あ
は

れ
に
思お

ぼ

さ
る
る
ま
ま
に
、
聞
く
人
あ
ら
じ
と
思
せ
ば
心
や
す
く
、
手
の
か
ぎ
り
弾ひ

き
た
ま
ひ
た
る
に
、
入
道
殿
の
、
仏
の
御
前
に
お
は
し
け
る
に
、
聞
き
た
ま
ひ
て
、
「
あ
は
れ
に
、
言
ふ
に
も
あ

ま
る
御
琴
の
音ね

か
な
」
と
、
う
つ
く
し
き
に
、
聞
き
あ
ま
り
て
、
イ

行
ひ
さ
し
て
わ
た
り
た
ま
ひ
た
れ
ば
、
弾
き
や
み
た
ま
ひ
ぬ
る
を
、
「
な
ほ
あ
そ
ば
せ
。
念
仏
し
は
べ
る
に
、
『
極
楽
の
迎
へ
ち

か
き
か
』
と
、
心
と
き
め
き
せ
ら
れ
て
、
た
づ
ね
ま
う
で
来
つ
る
ぞ
や
」
と
て
、
少
将
に
和
琴

わ
ご
ん

た
ま
は
せ
、
琴
か
き
合
は
せ
な
ど
し
た
ま
ひ
て
遊
び
た
ま
ふ
程
に
、
は
か
な
く
夜
も
あ
け
ぬ
。
か
や

う
に
心
な
ぐ
さ
め
つ
つ
、
あ
か
し
暮
ら
し
た
ま
ふ
。 

 

つ
ね
よ
り
も
時
雨

し
ぐ
れ

あ
か
し
た
る
つ
と
め
て
、
大
納
言
殿
よ
り
、 

 

つ
ら
け
れ
ど
思
ひ
や
る
か
な
山
里
の
夜
半

よ

は

の
し
ぐ
れ
の
音お

と

は
い
か
に
と 
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雪
か
き
暮
ら
し
た
る
日
、
思
ひ
い
で
な
き
ふ
る
さ
と
の
空
さ
へ
、
と
ぢ
た
る
心
地
し
て
、
さ
す
が
に
心
ぼ
そ
け
れ
ば
、
端は

し

ち
か
く
ゐ
ざ
り
い
で
て
、
白
き
御
衣ぞ

ど
も
あ
ま
た
、
ウ

な
か
な
か
い
ろ
い

ろ
な
ら
む
よ
り
も
を
か
し
く
、
な
つ
か
し
げ
に
着
な
し
た
ま
ひ
て
、
な
が
め
暮
ら
し
た
ま
ふ
。
ひ
と
と
せ
、
か
や
う
な
り
し
に
、
大
納
言
の
上
と
端
ち
か
く
て
、
雪
山
つ
く
ら
せ
て
見
し
ほ
ど
な
ど
、

思
し
い
づ
る
に
、
つ
ね
よ
り
も
落
つ
る
涙
を
、
ら
う
た
げ
に
拭の

ご

ひ
か
く
し
て
、 

 

「
思
ひ
い
で
は
あ
ら
し
の
山
に
な
ぐ
さ
ま
で
エ

雪
ふ
る
さ
と
は
な
ほ
ぞ
こ
ひ
し
き 

 

我
を
ば
、
か
く
も
思
し
い
で
じ
か
し
」
と
、
推お

し
は
か
り
ご
と
に
さ
へ
止と

ど

め
が
た
き
を
、
対た

い

の
君
オ

い
と
心
ぐ
る
し
く
見
た
て
ま
つ
り
て
、
「
く
る
し
く
、
い
ま
ま
で
な
が
め
さ
せ
た
ま
ふ
か
な
。

御
前
に
人
々
参
り
た
ま
へ
」
な
ど
、
よ
ろ
づ
思
ひ
い
れ
ず
顔
に
も
て
な
し
、
な
ぐ
さ
め
た
て
ま
つ
る
。 

 〔
注
〕 

 

○
姨
捨
山
―
―
俗
世
を
離
れ
た
広
沢
の
地
を
、
月
の
名
所
で
あ
る
長
野
県
の
姨
捨
山
に
た
と
え
た
表
現
。
「
我
が
心
な
ぐ
さ
め
か
ね
つ
更

級

さ
ら
し
な

や
姨
捨
山
に
照
る
月
を
見
て
」(

古
今
和
歌
集)

を
踏
ま
え
る
。 

○
そ
の
ま
ま
に
―
―
久
し
く
、
そ
の
ま
ま
で
。 

○
少
将
―
―
女
君
の
乳
母
の
娘
。 

○
対
の
君
―
―
女
君
の
母
親
代
わ
り
の
女
性
。 

 

設 

問 
 

(

一)
 

傍
線
部
ア
・
イ
・
オ
を
現
代
語
訳
せ
よ
。 
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(

二)
 

「
な
か
な
か
い
ろ
い
ろ
な
ら
む
よ
り
も
を
か
し
く
」(

傍
線
部
ウ)

と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
、
説
明
せ
よ
。 

 

(

三)
 

「
雪
ふ
る
さ
と
は
な
ほ
ぞ
こ
ひ
し
き
」(

傍
線
部
エ)

と
あ
る
が
、
そ
れ
は
な
ぜ
か
、
説
明
せ
よ
。 
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【
八
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前
期
日
程 

教
養(

理
一)

 

教
養(

理
二) 

教
養(

理
三)

  

 

 

次
の
文
章
は
、
井
原
西
鶴
の
『
世
間
胸
算
用
』
の
一
節
で
あ
る
。
こ
れ
を
読
ん
で
、
後
の
設
問
に
答
え
よ
。 

 

 

分

限

ぶ
ん
げ
ん

に
な
り
け
る
者
は
、
そ
の
生
ま
れ
つ
き
格
別
な
り
。
あ
る
人
の
息
子

む
す
こ

、
九
歳
よ
り
十
二
の
歳
の
暮
れ
ま
で
、
手

習

て
な
ら
ひ

に
つ
か
は
し
け
る
に
、
そ
の

間
あ
ひ
だ

の
筆
の
軸ぢ

く

を
集
め
、
そ
の
ほ
か
人
の

捨
て
た
る
を
も
取
り
た
め
て
、
ほ
ど
な
く
十
三
の
春
、
我
が
手
細
工

て
ざ
い
く

に
し
て

軸

簾

ぢ
く
す
だ
れ

を
こ
し
ら
へ
、
一
つ
を
一

匁
も
ん
め

五
分ふ

ん

づ
つ
の
、
三
つ
ま
で
売
り
払
ひ
、
は
じ
め
て
銀
四
匁
五
分
ま
う
け
し
こ
と
、

我
が
子
な
が
ら
た
だ
も
の
に
あ
ら
ず
と
、
親
の
身
に
し
て
は
嬉う

れ

し
さ
の
あ
ま
り
に
、
手
習
の
師
匠
に
語
り
け
れ
ば
、
師
の
坊
、
こ
の
こ
と
を
よ
し
と
は
誉ほ

め
た
ま
は
ず
。「
我わ

れ

、
こ
の
年
ま
で
、
数

百
人

す
ひ
ゃ
く
に
ん

子
供
を
預
か
り
て
、
指
南

し
な
ん

い
た
し
て
見
お
よ
び
し
に
、
そ
の
方は

う

の
一
子

い
っ
し

の
ご
と
く
、
ア

気
の
は
た
ら
き
過
ぎ
た
る
子
供
の
、
末
に
分
限
に
世
を
暮
ら
し
た
る
た
め
し
な
し
。
ま
た
、
乞
食

こ
じ
き

す
る
ほ
ど
の

身

代

し
ん
だ
い

に
も
な
ら
ぬ
も
の
、
中

分

ち
う
ぶ
ん

よ
り
下
の
渡
世

と
せ
い

を
す
る
も
の
な
り
。
か
か
る
こ
と
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
の
子
細
あ
る
こ
と
な
り
。
そ
な
た
の
子
ば
か
り
を
、
か
し
こ
き
や
う
に
思お

ぼ

し
め
す
な
。
そ
れ

よ
り
は
、
イ

手
ま
は
し
の
か
し
こ
き
子
供
あ
り
。
我
が
当
番
の
日
は
い
ふ
に
お
よ
ば
ず
、
人
の
番
の
日
も
、

箒
は
う
き

取
り
ど
り
座
敷
掃は

き
て
、
あ
ま
た
の
子
供
が
毎
日
つ
か
ひ
捨
て
た
る
反
古

ほ
う
ぐ

の
ま
ろ
め

た
る
を
、
一
枚
一
枚
皺し

わ

の
ば
し
て
、
日
ご
と
に
屏
風
屋

び
ゃ
う
ぶ
や

へ
売
り
て
帰
る
も
あ
り
。
こ
れ
は
、
筆
の
軸
を
簾
の
思
ひ
つ
き
よ
り
は
、
当

分

た
う
ぶ
ん

の
用
に
立
つ
こ
と
な
が
ら
、
こ
れ
も
よ
ろ
し
か
ら
ず
。
ま
た

あ
る
子
は
、
紙
の
余
慶
持
ち
来
た
り
て
、
紙
つ
か
ひ
過
ご
し
て
不
自
由
な
る
子
供
に
、
一
日
一
倍
ま
し
の
利
に
て
こ
れ
を
貸
し
、
年
中
に
積
も
り
て
の
徳
、
何
ほ
ど
と
い
ふ
限
り
も
な
し
。
こ
れ
ら

は
皆
、
そ
れ
ぞ
れ
の
親
の
せ
ち
が
し
こ
き
気
を
見
習
ひ
、
自
然
と
出い

づ

る
お
の
れ
お
の
れ
が
知
恵
に
は
あ
ら
ず
。
そ
の
中
に
も
ひ
と
り
の
子
は
、
父
母
の
朝

夕
仰

て
う
せ
き
お
ほ

せ
ら
れ
し
は
、
『
ほ
か
の
こ
と
な

く
、
手
習
を
精
に
入
れ
よ
。
成
人
し
て
の
そ
の
身
の
た
め
に
な
る
こ
と
』
と
の
言
葉
、
ウ

反
古
に
は
な
り
が
た
し
と
、
明
け
暮
れ
読
み
書
き
に
油
断
な
く
、
後
に
は
兄
弟
子

あ
に
で
し

ど
も
に
す
ぐ
れ
て
能
書
に

な
り
ぬ
。
エ

こ
の
心
か
ら
は
、
ゆ
く
す
ゑ
分
限
に
な
る
所
見
え
た
り
。
そ
の
子
細
は
、
一

筋

ひ
と
す
ぢ

に
家
業
か
せ
ぐ
故ゆ

ゑ

な
り
。
惣そ

う

じ
て
親
よ
り
し
続
き
た
る
家
職
の
ほ
か
に
、
商
売
を
替
へ
て
し
続
き
た
る

は
ま
れ
な
り
。
手
習
子

て
な
ら
ひ
ご

ど
も
も
、
オ

お
の
れ
が
役
目
の
手
を
書
く
こ
と
は
ほ
か
に
な
し
、
若

年

じ
ゃ
く
ね
ん

の
時
よ
り
す
す
ど
く
、
無
用
の
欲
心
な
り
。
そ
れ
ゆ
ゑ
、
第
一
の
、
手
は
書
か
ざ
る
こ
と
の
あ
さ
ま

し
。
そ
の
子
な
れ
ど
も
、
さ
や
う
の
心
入
れ
、
よ
き
事
と
は
い
ひ
が
た
し
。
と
か
く
少
年
の
時
は
、
花
を
む
し
り
、
紙
烏

い

か

を
の
ぼ
し
、
知
恵
付
時

ち
ゑ
づ
き
ど
き

に
身
を
持
ち
か
た
め
た
る
こ
そ
、
道
の
常
な
れ
。

七
十
に
な
る
者
の
申
せ
し
こ
と
、
ゆ
く
す
ゑ
を
見
給
へ
」
と
言
ひ
置
か
れ
し
。 
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〔
注
〕 

 

○
分
限
―
―
裕
福
な
こ
と
。
金
持
ち
。 

〇
一
匁
五
分
―
―
一
匁
は
約
三
・
七
五
グ
ラ
ム
。
五
分
は
そ
の
半
分
。
こ
こ
は
銀
貨
の
重
さ
を
表
し
て
い
る
。 

○
屏
風
屋
へ
売
り
て
―
―
屏
風
の
下
張
り
用
の
紙
と
し
て
売
る
。 

○
当
分
の
用
に
立
つ
―
―
す
ぐ
に
役
に
立
つ
。 

○
紙
の
余
慶
―
―
余
分
の
紙
。 

○
す
す
ど
く
―
―
鋭
く
抜
け
目
が
な
く
。 

○
紙
烏
―
―
凧た

こ

。 

 

設 

問 
 

(

一)
 

傍
線
部
ア
・
ウ
・
オ
を
現
代
語
訳
せ
よ
。 

 

(

二)
 

「
手
ま
は
し
の
か
し
こ
き
子
供
」(

傍
線
部
イ)

と
は
、
ど
の
よ
う
な
子
供
の
こ
と
か
。 

 

(

三)
 

手
習
の
師
匠
が
、
手
習
に
専
念
し
た
子
供
に
つ
い
て
、
「
こ
の
心
か
ら
は
、
ゆ
く
す
ゑ
分
限
に
な
る
所
見
え
た
り
」(

傍
線
部
エ)

と
評
し
た
の
は
な
ぜ
か
。 
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教
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理
一)

 

教
養(

理
二) 

教
養(

理
三)

  

 

 

次
の
文
章
は
、
近
世
に
成
立
し
た
平
仮
名
本
『
吾
妻
鏡
』
の
一
節
で
あ
る
。
源
平
の
合
戦
の
後
、
源
頼

朝

よ
り
と
も(

二
位
殿)

は
、
異
母
弟
の
義

経

よ
し
つ
ね(

九
郎
殿)

に
謀
反
の
疑
い
を
掛
け
、
討
伐
の
命
を
出

す
。
義
経
は
、
郎
党
や

愛

妾

あ
い
し
ょ
う

の

静
し
ず
か

御
前
を
引
き
連
れ
て
各
地
を
転
々
と
し
た
が
、
静
と
は
大
和
国
吉
野
で
別
れ
る
。
そ
の
後
、
静
は
捕
ら
え
ら
れ
、
鎌
倉
に
送
ら
れ
る
。
義
経
の
行
方
も
分
か

ら
な
い
ま
ま
、
文
治
二
年(
一
一
八
六)

四
月
八
日
、
鎌
倉
・
鶴

岡

八

幡

宮

つ
る
が
お
か
は
ち
ま
ん
ぐ
う

に
参
詣
し
た
頼
朝
と
そ
の
妻
・
北
条
政
子(

御

台
所

み
だ
い
ど
こ
ろ)

は
、
歌
舞
の
名
手
で
あ
っ
た
静
に
神
前
で
舞
を
披
露
す
る
よ
う

求
め
る
。
静
は
再
三
固
辞
し
た
が
、
遂
に
扇
を
手
に
取
っ
て
舞
い
始
め
る
。
以
下
を
読
ん
で
、
後
の
設
問
に
答
え
よ
。 

 

 

静
し
づ
か

、
ま
づ
歌
を
吟
じ
て
い
は
く
、 

吉
野
山
み
ね
の
し
ら
雪
踏
み
分
け
て
入
り
に
し
人
の
跡
ぞ
こ
ひ
し
き 

 

ま
た
別
に
曲
を
歌
う
て
後
、
和
歌
を
吟
ず
。
そ
の
歌
に
、 

し
づ
や
し
づ
し
づ
の
を
だ
ま
き
繰
り
返
し
昔
を
今
に
な
す
よ
し
も
が
な 

 

か
や
う
に
歌
ひ
し
か
ば
、
社

壇

し
や
だ
ん

も
鳴
り
動
く
ば
か
り
に
、
ア

上
下
い
づ
れ
も
興
を
も
よ
ほ
し
け
る
と
こ
ろ
に
、
二
位
殿
の
た
ま
ふ
は
、
「
今
、
八
幡
の
宝
前
に
て
我
が
芸
を
い
た
す
に
、
も
つ
と

も
関
東
の
万

歳

ば
ん
ぜ
い

を
祝い

は

ふ
べ
き
に
、
人
の
聞
き
を
も
は
ば
か
ら
ず
、

反

逆

ほ
ん
ぎ
や
く

の
義
経
を
慕し

た

ひ
、
別
の
曲
を
歌
ふ
事
、
は
な
は
だ
も
つ
て
奇

怪

き
く
わ
い

な
り
」
と
て
、
御
気

色

き
し
よ
く

か
は
ら
せ
給た

ま

へ
ば
、
御
台
所

は
き
こ
し
め
し
、
「
あ
ま
り
に
御
怒い

か

り
を
う
つ
さ
せ
給
ふ
な
。
我
が
身
に
お
い
て
思
ひ
あ
た
る
事
あ
り
。
君
す
で
に
流
人
と
な
ら
せ
給
ひ
て
、
伊
豆
の
国
に
お
は
し
ま
し
し
こ
ろ
、
わ
れ
ら
と
御
ち

ぎ
り
あ
さ
か
ら
ず
と
い
へ
ど
も
、
平
家

繁

昌

は
ん
じ
や
う

の
折
ふ
し
な
れ
ば
、
父ち

ち

北
条
殿
も
、
さ
す
が
時
を
お
そ
れ
給
ひ
て
、
イ

ひ
そ
か
に
こ
れ
を
、
と
ど
め
給
ふ
。
し
か
れ
ど
も
な
ほ
君
に
心
を
か
よ
は
し

て
、
ウ

く
ら
き
夜
す
が
ら
降
る
雨
を
だ
に
い
と
は
ず
、
か
か
ぐ
る
裳
裾

も
す
そ

も
露
ば
か
り
の
隙ひ

ま

よ
り
、
君
の
お
は
し
ま
す
御
閨ね

や

の
う
ち
に
し
の
び
入
り

候
さ
ぶ
ら

ひ
し
が
、
そ
の
後
君
は
石
橋
山
の
戦
場
に
お

も
む
か
せ
給
ふ
時
、
ひ
と
り
伊
豆
の
山
に
の
こ
り
ゐ
て
、
エ

御
命
い
か
が
あ
ら
ん
こ
と
を
思
ひ
く
ら
せ
ば
、
日
に
な
に
程
か
、
夜
に
い
く
度た

び

か
、
た
ま
し
ひ
を
消
し
候
ひ
し
。
そ
の
な
げ
き
に
く
ら
べ

候
へ
ば
、
今
の
静
が
心
も
さ
ぞ
あ
る
ら
む
と
思
は
れ
、
い
た
は
し
く
候
ふ
。
か
れ
も
し
多
年

た
ね
ん

九
郎
殿
に
相あ

ひ

な
れ
し
よ
し
み
を
わ
す
れ
候
ふ
程
な
ら
ば
、
貞
女
の
こ
こ
ろ
ざ
し
に
て
あ
る
べ
か
ら
ず
。

今
の
静
が
歌
の
体て

い

、
外
に
は
露
ば
か
り
の
思
ひ
を
よ
せ
て
、
内
に
は
霧
ふ
か
き

憤
い
き
ど
ほ

り
を
ふ
く
む
。
も
つ
と
も
御
あ
は
れ
み
あ
り
て
、
ま
げ
て
御

賞

翫

し
や
う
く
わ
ん

候
へ
」
と
、
の
た
ま
へ
ば
、
二
位
殿
き
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こ
し
め
さ
れ
、
と
も
に
御

涙
な
み
だ

を
も
よ
ほ
し
た
る
有
様
に
て
、
オ

御
腹

立

ふ
く
り
ふ

を
や
め
ら
れ
け
る
。
し
ば
ら
く
し
て
、
簾

中

れ
ん
ち
う

よ
り
卯
の
花
が
さ
ね
の
御
衣
を
静
に
こ
そ
は
下
さ
れ
け
れ
。 

 〔
注
〕 

 

○
吉
野
山
～
―
―
「
み
吉
野
の
山
の
し
ら
雪
踏
み
分
け
て
入
り
に
し
人
の
お
と
づ
れ
も
せ
ぬ
」(

古
今
和
歌
集)

を
本
歌
と
す
る
。 

○
し
づ
や
し
づ
～
―
―
「
い
に
し
へ
の
し
づ
の
を
だ
ま
き
繰
り
返
し
昔
を
今
に
な
す
よ
し
も
が
な
」(

伊
勢
物
語)

を
本
歌
と
す
る
。
「
し
づ(

倭
文)

」
は
古
代
の
織
物
の
一
種
で
、
こ
こ
で
は

静
の
名
を
掛
け
る
。
「
を
だ
ま
き(

苧
環)

」
は
、
紡
い
だ
麻
糸
を
中
を
空
洞
に
し
て
玉
状
に
巻
い
た
も
の
。 

○
社
壇
―
―
神
を
祭
っ
て
あ
る
建
物
。
社
殿
。 

○
怒
り
を
う
つ
す
―
―
怒
り
の
感
情
を
顔
に
出
す
。 

○
流
人
―
―
平
治
の
乱
の
後
、
頼
朝
の
父
義

朝

よ
し
と
も

は
処
刑
、
頼
朝
は
十
四
歳
で
伊
豆
国
に
配
流
さ
れ
た
。 

○
石
橋
山
―
―
神
奈
川
県
小
田
原
市
。
治
承
四
年(
一
一
八
〇)

の
石
橋
山
の
合
戦
の
地
。
頼
朝
は
平
家
方
に
大
敗
す
る
。 

○
伊
豆
の
山
―
―
静
岡
県
熱
海
市
の
伊
豆
山

い
ず
さ
ん

神
社
。
流
人
で
あ
っ
た
頼
朝
と
政
子
の
逢
瀬
の
場
。 

○
卯
の
花
が
さ
ね
―
―

襲
か
さ
ね

の
色
目
の
名
。
表
は
白
で
、
裏
は
青
。
初
夏(

四
月)

に
着
用
す
る
。 

 

設 

問 
 

(

一)
 

傍
線
部
ア
・
ウ
・
エ
を
現
代
語
訳
せ
よ
。 

 

(

二)
 

「
ひ
そ
か
に
こ
れ
を
、
と
ど
め
給
ふ
」(

傍
線
部
イ)

と
あ
る
が
、
具
体
的
に
は
何
を
と
ど
め
た
の
か
、
説
明
せ
よ
。 

 

(

三)
 

「
御
腹
立
を
や
め
ら
れ
け
る
」(

傍
線
部
オ)

と
あ
る
が
、
政
子
の
話
の
ど
の
よ
う
な
所
に
心
が
動
か
さ
れ
た
の
か
、
説
明
せ
よ
。 
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【
十
】20

12
 

東
京
大
学 2

/2
5
,

前
期
日
程 

教
養  

 

 

次
の
文
章
は
、
『
俊
頼
髄
脳
』
の
一
節
で
、
冒
頭
の
「
岩

橋

い
は
ば
し

の
」
と
い
う
和
歌
に
つ
い
て
の
解
説
で
あ
る
。
こ
れ
を
読
ん
で
、
後
の
設
問
に
答
え
よ
。 

 

岩

橋

い
は
ば
し

の
夜
の
契ち

ぎ

り
も
絶
え
ぬ
べ
し
明
く
る
わ
び
し
き
葛

城

か
づ
ら
き

の
神 

 

こ
の
歌
は
、
葛
城
の
山
、
吉
野
山
と
の
は
ざ
ま
の
、
は
る
か
な
る
程
を
め
ぐ
れ
ば
、
ア

事
の
わ
づ
ら
ひ
の
あ
れ
ば
、
役え

ん

の

行

者

ぎ
ゃ
う
じ
ゃ

と
い
へ
る
修
行
者
の
、
こ
の
山
の
峰
よ
り
か
の
吉
野
山
の
峰
に

橋
を
渡
し
た
ら
ば
、
事
の
わ
づ
ら
ひ
な
く
人
は
通
ひ
な
む
と
て
、
そ
の
所
に
お
は
す
る
一

言
主

ひ
と
こ
と
ぬ
し

と
申
す
神
に
祈
り
申
し
け
る
や
う
は
、
「
神
の
神

通

じ
ん
づ
う

は
、
仏
に
劣
る
こ
と
な
し
。
イ

凡
夫

ぼ
ん
ぶ

の
え
せ
ぬ

事
を
す
る
を
、
神

力

じ
ん
り
き

と
せ
り
。
願
は
く
は
、
こ
の
葛
城
の
山
の
い
た
だ
き
よ
り
、
か
の
吉
野
山
の
い
た
だ
き
ま
で
、
岩
を
も
ち
て
橋
を
渡
し
給
へ
。
こ
の
願
ひ
を
か
た
じ
け
な
く
も
受
け
給
は
ば
、

ウ

た
ふ
る
に
し
た
が
ひ
て
法
施

ほ
ふ
せ

を
た
て
ま
つ
ら
む
」
と
申
し
け
れ
ば
、
空そ

ら

に
声
あ
り
て
、
「
我
こ
の
事
を
受
け
つ
。
あ
ひ
か
ま
へ
て
渡
す
べ
し
。
た
だ
し
、
エ

我
が
か
た
ち
醜
く
し
て
、
見
る
人
お
ぢ

恐お
そ

り
を
な
す
。
夜
な
夜
な
渡
さ
む
」
と
の
た
ま
へ
り
。
「
願
は
く
は
、
す
み
や
か
に
渡
し
給
へ
」
と
て
、

心

経

し
ん
ぎ
ゃ
う

を
よ
み
て
祈
り
申
し
し
に
、
そ
の
夜
の
う
ち
に
少
し
渡
し
て
、
昼
渡
さ
ず
。
役
の

行
者
そ
れ
を
見
て
お
ほ
き
に
怒い

か

り
て
、
「
し
か
ら
ば
護
法

ご
ほ
ふ

、
こ
の
神
を
縛し

ば

り
給
へ
」
と
申
す
。
護
法
た
ち
ま
ち
に
、

葛
か
づ
ら

を
も
ち
て
神
を
縛
り
つ
。
そ
の
神
は
お
ほ
き
な
る

巌
い
は
ほ

に
て
見
え
給
へ
ば
、

葛
の
ま
つ
は
れ
て
、
掛
け
袋
な
ど
に
物
を
入
れ
た
る
や
う
に
、
ひ
ま
は
ざ
ま
も
な
く
ま
つ
は
れ
て
、
今
に
お
は
す
な
り
。 

 〔
注
〕 

 

○
葛
城
の
山
―
―
大
阪
府
と
奈
良
県
と
の
境
に
あ
る
金
剛
山
。 

○
吉
野
山
―
―
奈
良
県
中
部
の
山
系
。 

○
役
の
行
者
―
―
奈
良
時
代
の
山
岳
呪
術
者
。
葛
城
山
に
住
ん
で
修
行
し
、
吉
野
の
金
峰
山
・
大
峰
な
ど
を
開
い
た
。 

○
一
言
主
と
申
す
神
―
―
葛
城
山
に
住
む
女
神
。 

○
法
施
―
―
仏
や
神
な
ど
に
対
し
経
を
読
み
法
文
を
唱
え
る
こ
と
。 
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○
心
経
―
―
般
若
心
経
。 

○
護
法
―
―
仏
法
守
護
の
た
め
に
使
役
さ
れ
る
鬼
神
。 

○
掛
け
袋
―
―
紐
を
つ
け
て
首
に
掛
け
る
袋
。 

 

設 

問 
 

(

一)
 

傍
線
部
ア
・
イ
・
ウ
を
現
代
語
訳
せ
よ
。 

 

(

二)
 

「
我
が
か
た
ち
醜
く
し
て
、
見
る
人
お
ぢ
恐
り
を
な
す
」(

傍
線
部
エ)

と
あ
る
が
、
ど
う
い
う
こ
と
か
、
わ
か
り
や
す
く
説
明
せ
よ
。 

 

(

三)
 

冒
頭
の
和
歌
は
、
あ
る
女
房
が
詠
ん
だ
も
の
だ
が
、
こ
の
和
歌
は
、
通
っ
て
き
た
男
性
に
対
し
て
、
ど
う
い
う
こ
と
を
告
げ
よ
う
と
し
て
い
る
か
、
わ
か
り
や
す
く
説
明
せ
よ
。 
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【
解
答
一
】2

02
1
 

東
京
大
学 2

/
25
,

前
期 

教
養(

理
科
一
類)

 

教
養(

理
科
二
類)

 

教
養(

理
科
三
類)

  

(

一) 

ア 

も
の
寂
し
い
の
で
、
女
房
た
ち
に
賀
茂
祭
を
見
物
さ
せ
よ
う 

 

イ 

ど
れ
ほ
ど
の
人
が
横
取
り
す
る
だ
ろ
う
か
、
い
や
誰
も
す
る
ま
い
と
お
思
い
に
な
っ
て 

 
ウ 

「
一
緒
に
見
物
し
よ
う
」
と
申
し
上
げ
な
さ
っ
た
の
で 

(

二)
 

そ
ち
ら
の
主
人
の
道
頼
は
、
一
条
大
路
も
全
て
自
分
の
物
に
し
な
さ
る
つ
も
り
か 

(

三)
 

道
頼
を
、
そ
の
従
者
に
も
手
出
し
で
き
な
い
、
太
政
大
臣
以
上
の
権
勢
で
あ
る
と
評
価
し
た
も
の
。 

 

≪

こ
の
解
答
は
東
京
大
学
が
公
表
し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん≫

 

 《
出
典
》
「
落
窪
物
語
」 

 【
解
答
二
】2

02
0
 

東
京
大
学 2

/
25
,

前
期 

教
養(

理
科
一
類)

 

教
養(
理
科
二
類)

 

教
養(

理
科
三
類)

  

(

一)
 

 

イ 

不
思
議
な
巫
女
が
や
っ
て
き
て
、
壹
和
を
指
さ
し
て
言
う
こ
と
に
は 

ウ 

人
の
習
性
と
し
て
、
恨
み
は
堪
え
が
た
い
も
の
で
あ
る
の
で 

エ 

そ
こ
に
も
ま
た
恨
め
し
い
人
が
い
た
ら
、
も
う
ど
こ
に
も
い
け
な
い
だ
ろ
う 

(

二)
 

維
摩
の
講
師
に
な
れ
な
か
っ
た
恨
み
を
、
こ
れ
も
運
命
だ
と
思
っ
て
鎮
め
よ
う
と
し
た
。 

(

三)
 

維
摩
の
講
師
は
、
祥
延
・
壹
和
・
喜
操
・
観
理
の
順
と
す
で
に
神
が
決
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
。 
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《
こ
の
解
答
は
東
京
大
学
が
公
表
し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
》 

 《
出
典
》
「
春
日
権
現
験
記
」 

 【
解
答
三
】2

01
9
 

東
京
大
学 2

/
25
,

前
期 

教
養(

理
科
一
類)

 

教
養(

理
科
二
類)

 

教
養(

理
科
三
類)

  

(

一) 

ア 

煩
わ
し
く
思
う
人
も
い
る
だ
ろ
う 

イ 

限
度
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る 

 

オ 

露
見
し
た
上
は
も
う
仕
方
が
な
く 

(

二)
 

妻
が
、
猫
が
行
く
は
ず
も
な
い
所
ま
で
も
捜
し
に
行
っ
た
け
れ
ど
も 

(

三)
 

自
分
で
猫
を
他
所
へ
預
け
て
お
き
な
が
ら
、
猫
が
外
出
し
た
妻
の
後
を
追
っ
て
居
な
く
な
っ
た
と
だ
ま
し
た
。 

 

《
こ
の
解
答
は
東
京
大
学
が
公
表
し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
》 

 《
出
典
》
「
嵐
雪
が
妻
、
猫
を
愛
す
る
説
」
闌
更
編
『
誹
諧
世
説
』 

 【
解
答
四
】2

01
8
 

東
京
大
学 2

/
25
,

前
期 

教
養(

理
科
一
類)

 

教
養(

理
科
二
類)

 

教
養(
理
科
三
類)

  

 
 

収
録
な
し 

 《
出
典
》
「
太
平
記
」 
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【
解
答
五
】2

01
7
 

東
京
大
学 2

/
25
,

前
期 

教
養(

理
科
一
類)

 

教
養(

理
科
二
類)

 

教
養(

理
科
三
類)

  

(

一) 

ア 

い
い
か
げ
ん
で
は
な
い
こ
と
で
あ
る
け
れ
ど
も 

 

イ 

ど
う
し
て
申
し
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
、
い
や
で
き
な
い 

 
エ 

あ
な
た
を
恋
し
く
思
わ
な
い
で
し
ょ
う
か
、
い
や
恋
し
く
思
い
ま
す 

(

二)
 

右
近
が
、
光
源
氏
と
玉
鬘
と
の
仲
に
つ
い
て
、
実
際
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
不
審
に
思
っ
て
い
る
。 

(

三)
 

光
源
氏
の
よ
う
に
、
困
難
な
恋
愛
を
も
求
め
る
多
情
な
人
。 

《
こ
の
解
答
は
東
京
大
学
が
公
表
し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
》 

 《
出
典
》
「
『
源
氏
物
語
』
真
木
柱
巻
」 

 【
解
答
六
】2

01
6
 

東
京
大
学 2

/
25
,

前
期 

教
養(

理
科
一
類)

 
教
養(

理
科
二
類)

 

教
養(

理
科
三
類)

  

(

一) 

イ 

悲
し
い
と
い
う
の
も
月
並
み
な
表
現
だ 

 

ウ 

す
ぐ
に
お
迎
え
申
し
上
げ
る
つ
も
り
だ 

 

オ 

見
向
き
さ
え
な
さ
ら
な
い
の
で 

(

二)
 

自
分
の
死
後
も
必
ず
乳
母
に
姫
君
を
大
切
に
お
世
話
し
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
。 

(

三)
 

尼
上
の
火
葬
を
ご
覧
に
な
り
、
後
に
残
さ
れ
た
姫
君
は
さ
ぞ
悲
し
い
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
。 

 

《
こ
の
解
答
は
東
京
大
学
が
公
表
し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
》 
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《
出
典
》
「
あ
さ
ぎ
り
」 

 【
解
答
七
】2

01
5
 

東
京
大
学 2

/
25
,

前
期
日
程 

教
養(

理
科
一
類) 

教
養(

理
科
二
類)

 

教
養(

理
科
三
類)
  

(

一) 
ア 

以
前
と
は
違
っ
て 

イ 

勤
行
を
途
中
で
や
め
て 

 

オ 
ま
こ
と
に
お
気
の
毒
と
拝
見
し
て 

(

二)
 

様
々
な
色
の
着
物
を
着
て
い
る
よ
り
も
、
白
一
色
を
重
ね
て
い
る
ほ
う
が
か
え
っ
て
風
情
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
。 

(

三)
 

降
る
雪
を
見
て
い
る
う
ち
に
、
雪
に
よ
っ
て
京
の
家
と
の
結
び
つ
き
す
ら
断
ち
切
ら
れ
て
し
ま
っ
た
よ
う
に
思
え
て
き
た
か
ら
。 

 

《
こ
の
解
答
は
東
京
大
学
が
公
表
し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
》 

 《
出
典
》
「
夜
の
寝
覚
」 

 【
解
答
八
】2

01
4
 

東
京
大
学 2

/
25
,

前
期
日
程 

教
養(

理
一)

 

教
養(

理
二) 
教
養(

理
三)

  

(

一) 

ア 

機
転
が
利
き
す
ぎ
る
子
供
が
、
将
来
裕
福
な
金
持
ち
に
な
っ
た
と
い
う
例
は
な
い 

 

ウ 

無
駄
に
は
な
る
ま
い 

 

オ 

自
分
の
す
る
べ
き
役
目
で
あ
る
、
書
を
書
く
こ
と
は
ほ
っ
た
ら
か
し
に
し
て 

(

二)
 

金
銭
を
稼
ぐ
た
め
に
あ
れ
こ
れ
と
工
夫
す
る
子
供
の
こ
と 

(

三)
 

家
業
を
忠
実
に
継
ご
う
と
す
る
子
供
の
ほ
う
が
、
結
果
的
に
は
裕
福
と
な
る
か
ら 
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《
こ
の
解
答
は
東
京
大
学
が
公
表
し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
》 

 《
出
典
》
井
原
西
鶴
「
世
間
胸
算
用
」 

 【
解
答
九
】2

01
3
 

東
京
大
学 2

/
25
,

前
期
日
程 

教
養(

理
一)

 

教
養(

理
二) 

教
養(

理
三)
  

(

一) 

ア 

身
分
が
高
い
も
の
も
低
い
も
の
も
皆 

 

ウ 

闇
夜
に
一
晩
中
降
り
続
く
雨 

 

エ 

頼
朝
様
が
無
事
で
生
き
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
を 

(

二)
 

娘
の
政
子
が
、
平
家
の
敵
で
あ
り
流
人
の
頼
朝
と
恋
仲
と
な
り
、
逢
い
に
行
こ
う
と
す
る
の
を
、
政
子
の
父
で
あ
る
北
条
殿
は
、
ひ
そ
か
に
引
き
留
め
た
。 

(

三)
 

静
が
義
経
を
慕
う
気
持
ち
は
、
自
分
が
頼
朝
を
思
う
気
持
ち
と
同
様
で
あ
る
と
、
言
わ
れ
た
所 

 

《
こ
の
解
答
は
東
京
大
学
が
公
表
し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
》 

 《
出
典
》
「
吾
妻
鏡
」 

 【
解
答
十
】2

01
2
 

東
京
大
学 2

/
25
,

前
期
日
程 

教
養  

(

一) 

ア 

遠
路
を
巡
ら
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
煩
わ
し
い
の
で
、 

 

イ 

普
通
の
人
間
が
で
き
な
い
こ
と
を
す
る
の
を
神
力
と
呼
ぶ
の
で
す
。 

 

ウ 

成
し
遂
げ
た
こ
と
に
応
じ
て 
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(

二)
 

葛
城
の
神
は
容
貌
が
醜
い
こ
と
を
恥
じ
て
お
り
、
人
が
見
る
と
怖
が
り
恐
れ
を
な
す
だ
ろ
う
と
思
っ
た
。 

(

三)
 

昼
の
う
ち
に
そ
の
醜
い
容
姿
を
見
ら
れ
る
こ
と
を
怖
れ
た
た
め
に
、
夜
の
間
だ
け
わ
ず
か
に
橋
を
渡
し
た
。 

 《
出
典
》
「
俊
頼
髄
脳
」 

    


